
名前 生息地

ワシントン条約
規制

（商業目的での
輸出入の可否）

IUCN
 レッドリスト

利用・生息状況

スローロリス 東南アジア 禁止 VU～CR
スローロリスが住む森の減少とペット
利用のための密猟で数が減っている。

センザンコウ アフリカ、アジア 禁止 VU～CR

ウロコは薬として、肉は珍味としてアジ
アの国々で人気がある。世界一密猟さ
れている哺乳類と呼ばれるほど、違法
取引が後を絶たない。規制前に輸入さ
れた皮で作られた皮製品などが日本で
も販売されている。

トラ ユーラシア大陸 禁止 EN

生息地やエサの減少、密猟のために、
野生のトラは4000頭まで減少してし
まった。毛皮の他、骨や肉、爪などす
べてが利用される。

クロサイ アフリカ 禁止 CR

角が万病に効くと言われたり、角を
持っていることが自慢になると考える
人がおり、毎日3頭のサイが密猟され
ている。

サーバル アフリカ 禁止 LC
生息地の減少に加え、毛皮や薬として
利用されているほか、ペットとして欲し
がる人がいる。

ツキノワグマ
アジア
※含日本

禁止 VU

生息地の減少、食用や薬利用のため
に数が減少している。特に日本を含め
た東アジアの国々でクマの内臓（胆の
う）が薬に利用されている（合成成分で
の代替品もあるが依然熊の胆の需要
が有る）。

タイマイ
太平洋、大西
洋、インド洋

禁止 CR

海や卵を産む砂浜の環境変化の影響
受け、生息数が減っている。日本では
その甲羅（こうら）が昔からカンザシや
クシの材料とされているが、多くの国で
利用や販売が禁止されている。

アレクサンドルト
リバネアゲハ

東南アジア 禁止 EN
生息地である熱帯雨林が減ったことで
数が減少。美しい羽根や標本として販
売され、コレクターに高い人気がある。

コンゴウインコ 中南米 禁止 LC
ペットや羽が人気を集め、野生のコン
ゴウインコは5万羽以下に減少した。

動物

 隠れていた野生生物は何に利用されているかな？ 

 それぞれの生きものが私たちの生活にどのように 

                      関わっているのか知ろう！ 
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アフリカゾウ アフリカ 禁止（象牙） VU

ゾウの牙（象牙）目的で、毎年2万頭の
ゾウが殺されている。象牙は、アクセサ
リーや彫刻品として利用されており、日
本国内では合法に購入することができ
るが、中国では販売を全面禁止してお
り、国際的に象牙市場を封鎖する傾向
がある。

コツメカワウソ

南極、
オーストラリア、
ニュージーラン
ドを除く全域

輸出国の許可
が必要

VU

ペットとして販売されており、日本でも
高い人気がある。近年輸出国の許可を
取らないで日本に輸入しようとする事
件が相次いでおり、輸出入禁止のより
高い規制を導入する動きがある。

イッカク 北極海
輸出国の許可

が必要
NT

狩り、温暖化、産業活動がイッカクの生
息に影響を与えている。角のように見
えるのは牙（歯）で、磨いたり、彫刻を
ほどこすなどして、飾りとして利用され
ている。

サイガ 中東
輸出国の許可

が必要
CR

角が薬として利用されており、日本でも
利用されるなどしている。

チョウザメ
ユーラシア、
北アメリカ

輸出国の許可
が必要

LC～CR
キャビアを獲るために養殖も進んでい
るが、その親の魚が違法に野生から捕
獲されるケースがある。

アカサンゴ
ヨーロッパ、
中東、アジア、
北アフリカ

中国産は許可が
必要

EN

赤サンゴは深い海に生息しているの
で、生息数の確認が難しい。十分な生
息数調査もされないまま採られており、
過剰採取の心配がされている。

ニホンウナギ
東アジア
※含日本

なし EN
野生のウナギの数が減っている。養殖
ウナギももともとの稚魚は野生から獲
られている。

クロマグロ 太平洋 なし VU
世界的にマグロの人気が高まり、生息
数が減少している。

カンゾウ（リコリス）
中央アジア、
北アメリカ、
地中海

なし LC

薬や食べ物にたくさん使われている。
栽培もされているが、野生の甘草の方
が薬効が強いと野生採取のものの需
要が高い。

トカゲモドキ
インド、中東、
日本、メキシコ

なし LC～CR

ペットとして利用されているが、日本国
内に生息するトカゲモドキは数を減らし
ているため、法律で捕獲、輸出が禁止
されている。

野生生物取引に関する問い合わせはこちら
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